


























要約:わが国では多胎出産率が上昇しているが、この傾向は世界的な傾向か否かを 1972～

1996 年にわたり 19 ヵ国の人口動態統計を用いて検討をおこなった。全ふたご出産率の動

向が得られた 18 ヵ国中、チェコとスロバキアを除き、全ての国々でふたご出産率は上昇

していることが確認された。ふたご出産率は北欧、ドイツ、オランダ、オーストラリアで

高い値が得られた。なお、デンマークのふたご出産率は 1972～1996 年の間に 2 倍も上昇

している。また、1996 年におけるデンマークのふたご出産率は日本の値より 2 倍も高い

ことがわかる。三つ子出産率はチェコとスロバキアを除き、全ての国々で 1970 年代から

上昇し始め、1980 年代前半までの上昇率は緩やかであるが、1988 年以降急上昇している

ことが確認された。日本の値は 1987 年以降上昇しているが、 ヨーロッパの値に比べ半分

以下と低い値を示すが、両者間の格差は全年次を通じ同程度である。1990 年以降、三つ

子出産率が特に高い国はオーストラリア、オランダ、北欧諸国である。なお、オランダの

値は 1992 年以降減少している。アジア諸国の三つ子出産率の年次推移はカナダとオース

トリアの値よりやや低い値であるが、同じような推移を示している。四つ子出産率が得ら

れた 12 ヵ国について年次群比較をおこなったところ、殆どの国で四つ子出産率は上昇し

ているが、最新年次群で減少傾向がみられた国はデンマーク、フインランド、オランダ、

イギリス(イングランド・ウェールズ)、カナダの 5 ヵ国と全体の 42%の国で減少傾向を示

している。なお、最新年次群で四つ子出産率が一番高い国はノルウェーとオーストリアで、

次がシンガポールと日本で高い値が得られた。1974 年以降イギリスと日本における四つ

子出産率の年次推移の比較をおこなった。イギリスの四つ子出産率は 1974～1984 年まで

ほぼ横這い傾向の後、1985 年に急上昇し、この高い水準(出産百万あたり 15-20)で 1993

年まで推移するが、1994 年以降減少している。日本の値は 1995 年(24)まで上昇するが l996

年(6)には 1/4 まで減少している。本報告で多胎出産率を調べた国のうち、多胎妊娠を予

防するための法律並びに規制をおこなっている国は、ドイツ、イギリス、デンマークであ

る。わが国では日本産科婦人科学会が 1996 年 2 月に多胎妊娠を予防するための会告を出

したが、この結果は 1997 年以降のスーパーツイン出産率にどのような影響をおよぼすか

注目されるところである。


